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加賀市の実態

１実態把握 令和2年10月 民生委員による調査より
家にひきこもっている人（不登校含む）がいると思われる世帯について61世帯
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体験者及び支援者からの意見

必要なこと

●本人の相談窓口の設置と周知

●親（家族）の相談窓口の設置と周知

●交流の場（居場所）

●ひきこもり体験者の意見

【きっかけ】

・就活がうまくいかなかった。 ・就職したが、
仕事がうまくいかなかった。

・いじめられた。

【あったらいいなと思うこと】

・相談する場所がなく、１人で悩んだ。

・相談する場所を知らなかったし、行政に相談し
ようとは思いつかなった。

・今なら、インターネットを活用して相談窓口を
調べることができる。

・話を聞いてくれる人がいるといい。

・家にいると親からうるさく言われた。

・親が子の仕事やひきこもっている状況について
どこに相談すればいいのか

悩んでいたと思う。

・不登校の人の交流の場（居場所）があったらい
い。ただし、楽しくないといけいない。

●支援者の意見

【相談体制について】

・本人の相談する場所が欲しい。

・相談するにも勇気が必要。顔が見える形での相談は緊張す
るので、リモートやチャットでの相談がいい。

・相談件数の半数は精神疾患を抱えている人のように感じる。
精神科医療機関との連携が大切。

・就労や不登校の相談が多い。

・匿名の相談が多い。

・親はリモートがいいのではないか。

・親もどうしていいのか悩んでいる。親同士で繋がれる場が
あるといいのではないか。

【連携について】

・支援者が相談できる体制が欲しい。支援者がもっと増えて、
ネットワークができるといい。

・研修会を受けれる体制。

・関係機関との情報共有しチームとして支援していく

必要なこと

●支援者の継続的な研修機会やネットワーク

●警察や医療機関などの関係機関との連携体制。チームでの支援。

●相談の方法（リモート、チャット等活かしした相談）

●親（家族）同士が相談できる場
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加賀市のとりくみ

【ひきこもり支援体制検討会の実施】
検討会メンバー
ひきこもり体験者、ひきこもりの支援団体（NPO法人等）、社会福祉協議会、民生委員、ブラン
チ、介護支援専門員、相談支援専門員、精神科医療機関ソーシャルワーカー（精神保健福祉士
等）、保健福祉センターなど

検討内容 意見

第1回 ●検討会の設置目的の共有
●加賀市の現状
●国のひきこもり支援体制の共有と加賀市
が目指す方向性

①相談窓口の設置について
●周知・情報発信が大切
●早めの相談体制が必要（相談しやすいように、
窓口は多くあってもいいのではないか）
②チームでの支援が大切
●市の窓口で集約し情報共有できる体制等
③居場所も選べるといいのではないか
④家族支援、家族同士のネットワークの構築が必
要

第2回 ●加賀市の相談窓口体制の（案）の検討
●居場所などの必要性について

▷先進地視察

●医療機関との連携も必要
●ニーズ把握をし、実態に沿った体制検討を。
●ひきこもりのきっかけに不登校があるので、教
育委員会との連携も必要ではないか。
●居場所は自由さが必要。

第3回 ●ひきこもり支援体制（案）について
令和５年２月実施予定
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